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The Relation between Rana japonica and Rana ornativentris during the Breeding Season  
Abstract 

I found that the breeding seasons of Rana japonica and Rana ornativentris living in 
Komaba area in Ibaraki were reversed because Rana japonica laid eggs avoiding larvae of 
Rana ornativentris. And Rana japonica laid eggs where I removed all egg batches of Rana 
ornativentris. 
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(0.10mol/L) 
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( ) ( )  

                       K2[CoFe(CN)6] 
( )  

                       K2[Ni(CN)4] H2O 

  
K[Ag(CN)2] 0.0lux 0.0s
K2[CoFe(CN)6] 0.2lux 38.0s
K2[Ni(CN)4] H2O 0.0lux 0.0s

K3[Fe(CN)6] 85.2lux 186.0s

   
K[Ag(CN)2] 0.0lux 0.0s
K2[CoFe(CN)6] 0.2lux 27.0s
K2[Ni(CN)4] H2O 0.0lux 0.0s
K3[Fe(CN)6] 6.7lux 138.0s

A( pH 12)            B( pH 10) 
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所属：理工学群工学システム学類 
氏名：小島　一穂 
出身校：横須賀市立横須賀総合高等学校（平成２６年卒） 

【これまでの取り組み】 

１．プログラミング言語の学習 
　AC入試を受ける以前までにC、Python、Javaの３言語を主に勉強していました。その中でも
特にCは長く書いており競技プログラミングにはCを用いて出場していました。 

２．中学生ロボットコンテスト 
　中学３年間は中学生ロボットコンテストに参加しました。有線でのロボット製作をしたのはこ
の時が初めてでした。 

３．横須賀市内用新体力テストの受け方解説ビデオ 
　中学３年生で横須賀市内用に新体力テストの受け方を解説したビデオを製作しました。私は主
に動画編集、一部音楽製作に携わりました。このビデオは現在でも横須賀市内の全公立小中学校
で使用されています。 

４．数学学習支援ソフトウェアの作成 
　部活のメンバーと数学学習支援ソフトウェアを開発しました。このソフトウェアではグラフの
可視化や簡単な計算を可能にすることができました。開発言語はC言語で画像の描画処理にDxLib
を使用しました。 

５．校内競技プログラミングコンテストの開催 
　校内競技プログラミングコンテストを開催するとともにそこで使用するオンラインジャッジシ
ステムを開発しました。言語はPythonを用いました。 

６．タイピング技能の向上 
　高校３年間ワープロ＆検定部に所属しタイピングの大会に多く参加しました。毎日の練習の成
果もあり高校３年生では全国大会で個人・団体ともに佳良賞を頂きました。他にも多くの地方練
習大会で優勝しました。 

７．タイピング競技の採点ソフトウェア 
　タイピング競技の採点ソフトウェアのアルゴリズム部分を開発しました。言語は主にCで記述し、
入力済みの問題ファイルの読み込みをPythonで記述しました。 

８．数学の学習 
　数学が好きだったため、AC入試受験までに数学検定準１級を取得していました。 

９．検定・資格取得 
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　数学検定以外にも高校１年生の時にITパスポートを、高校２年生の時に基本情報技術者試験を
受験し取得しました。また、全国商業高等学校協会主催のワープロ実務検定１級やパソコン入力
スピード認定試験日本語部門５段、同試験英語部門４段に合格しました。 

１０．スーパーコンピューティングコンテストへの参加 
　高校２年生、３年生と２年間スーパーコンピューティングコンテスト本選に参加しました。そこ
でGPGPU特にCUDAや並列処理についての勉強を深めました。 

１１．ロボットの研究 
　Arduinoを用いて災害時に活躍できるロボットを目標に設計・開発しました。ロボットの周り
の風景をカメラで撮影しそのデータをBluetoothを用いてパソコンに送信するようにしました。ま
た、赤外線センサーを用いて障害物をよけるようプログラムを記述しました。走行にはDCモーター
を使用し、キャタピラーを付けました。パソコン上のソフトウェアはProcessingを使用して製作 
しました。 

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 

【入学までの活動】 

１．PICマイコン 
　『やさしいPICマイコンプログラミング＆電子工作第2版』を読みました。今まではマイコンボー
ド（ArduinoやRaspberryPi）しか触ったことがなかったのでマイコン単体として勉強したのは
初めてでした。まだ手を動かして物を製作していないので、ここから何か作れればと思っていま
す。　 
　PICを勉強して知ったことについて記します。まず、バンクという考えがあるのを初めて知りま
した。アセンブラで書く場合は気にしないといけないようです。Cで記述する場合は気にしなくて
いいようです。また、アセンブラの命令が案外少ないと感じました。本書で説明していた
PIC16F628Aは３５個しか命令セットがないと記述されていました。大学入学までにはさらに書
籍を読み、手を動かすことによりPICへの理解を深めたいと考えます。また、PIC以外にもAVRな
ども勉強していきたいと思います。 

２．H8マイコンによる組込みOSの自作 

製作した自律型ロボット

ロボットが撮影した風景
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　『12ステップで作る組込みOS自作入門』を読みました。この本では開発環境として主に
WindowsまたはLinuxを対象としていましたが、私はMacで開発しました。クロスコンパイラ用
のgccのインストールにバージョンの関係でややつまづきましたがそれ以外はつまづくことなく開
発を進めることができました。 
　この本を読んだことにより、アセンブラ、機械語、ELF形式、スレッドなど多くのことを学習す
ることができました。メモリなどの内部的なことを深く理解できました。レジスタについて言及
している本を初めて読んだのでとても勉強になりました。特にスレッドを実装した時はレジスタ
を退避するだけで簡単なスレッドシステムができ驚きました。 

３．PHP学習 
　PHPはハードウェアとインターネットとの連携を考え勉強することにしました。 
　12月14日、秋葉原でPHPの講習会に参加しました。会社員の人も参加していて話ができたこと
はいい経験になりました。今回学習したPHPの知識を用いて、以前部活で作成したオンライン
ジャッジシステムをインターネットのページからソースコードを提出できるようにアレンジしまし
た。 
　前回Pythonで作ったものはそのまま流用し、PHPで製作した提出フォームから特定のメールア
ドレス（Pythonが見張っているアドレス）にメールを送るようにしました。 
　また講習会の時の講師が書かれた『気づけばプロ並みPHPショッピングカート作りにチャレン
ジ』を読みました。この本でMySQLも勉強できました。また、セッションジャックなどのハッキ
ング手法についても知ることができました。今後は本で得た知識を利用して、ログインシステムの
搭載、ホームページ上での採点結果の表示を可能にしたいと考えています。 

４．Objective-C学習 
　Objective-Cはハードウェアとスマートフォンとの連携を視野にいれ勉強しました。 
　『Objective-Cの絵本』『iOSプログラミング入門 - Objective-C ＋ Xcode 4で学ぶ、iOSアプ
リ開発の基礎』の２冊を読みました。上記の本を読むことにより簡単なiOSアプリケーションを作
ることが可能になりました。勉強して気づいたことを以下に記述します。 
　iPhoneアプリを製作するにあたりObjective-Cという言語仕様もありますが、全体的にメソッ
ド名などが長いと思いました。Xcodeの予測機能がないととても大変だと感じました。 
　オブジェクト指向言語はJava、Pythonと勉強してきましたが、Objective-Cでは今まで勉強し
てきたものとメソッドの書き方などが大きく異なりました。メソッドの呼び出しはJava、Python
ではドット記法というものを用いて記述しますが、Objective-Cではメッセージ式といいメソッド
を大括弧で括る方法で呼び出します。またPythonでは無名関数のことをラムダ式と呼んでいます
が、Objective-Cではブロックと呼んでおりたびたび混乱を招きました。 
　iOSアプリケーションの開発環境としてはXcodeを主に使いますが、Xcodeの開発ペースが著
しく早いため少し古い本ですと画面遷移が大きく異なることがあります。今回読んだ書籍の中で
はXcode4を使用していましたが、私はXcode5を使用しました。Xcode5からフラットデザイン
になったため、書籍とは見た目が大きく変わっていて戸惑う部分も多かったです。 
　また、Retinaディスプレイ対応の機種を開発する場合はMacbookAirなどの小さいディスプレ
イではiOSシュミレータの設定をかえ縮小表示しなければ全体を見ることができませんでした。
Bluetoothの仕組みですが、iPhone4S以前のApple社のデバイスはBluetoothとの通信はMFiを
取得し、クラシックBluetoothSPPで開発するしかありませんでしたが、iPhone4S以降からは
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Core Bluetoothというフレームワークを通してBLEでの開発が可能になりました。個人目的では
BLEを用いた開発を強いられるようです。 

５．リバースエンジニアリングの学習 
　精密機械や人命救助の作業に携わるロボットなどは高機能になるに従ってセキュアにしていく
必要性があります。パソコンから遠隔操作などで指示を出す場合もパソコン上で動くソフトウェ
アのセキュリティ強化も視野に入れないといけないと考えます。そして、セキュリティを強化する
にはハッキング手法を学ぶのが一番だと考えます。そのためリバースエンジニアリングについて学
習を深めました。 
　まず『たのしいバイナリの歩き方』を読みました。この本ではリバースエンジニアリングに用い
るソフトウェアの説明やソフトウェアの攻撃方法対策方法が記述されていました。メモリアドレ
スを用いたデータの改ざんについても解説されていました。攻撃方法対策方法としてはバッファオー
バーフローを用いた攻撃やReturn-into-libc、ROPがあげられていました。対策としてはASLRや
Exec-Shield、StackGuardなど多くが紹介されていました。 
　また、『リバースエンジニアリングバイブルコード再創造の美学』という本を読み進めています。
この本は、特にWindowsを対象としたリバースエンジニアリングをしているようです。 

６．パソコン甲子園もうひとつの本選 
　１１月上旬に行われたパソコン甲子園もうひとつの本選に参加し３位を獲得しました。競技プ
ログラミングの大会で賞を頂いたのは初めてだったのでとても嬉しかったです。これからもアル
ゴリズムの勉強は続けていきたいと考えています。 

　これからも私は情報・工学分野における多くの分野を勉強したいと考えています。なぜなら一分
野に長けているだけでは面白いものは作れないと考えるからです。今回読んだ本の中で”独自のユ
ニークな能力を備えた代替不可能な人材”という言葉がありましたが、私はそういった人材つまり
は多くの分野からの視点を有している柔軟性に富む人になりたいと考えています。これからも今ま
で勉強してこなかった多くの分野に興味を持って臨んでいきたいです。 
　もちろん数学や英語など学問の基礎となる学習も更に深めていきたいです。
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所属：体育専門学群 
氏名：樋浦　瞳 
出身校：新潟明訓高等学校（平成２６年卒業） 

【これまでの取り組み】 
〈自己推薦書概要〉 
　　分量：２５ページ（４０字×３７行） 
　　本文タイトル： 
　「地域に根差した舞踊団と舞踊文化の発展-劇場専属舞踊団Noismが地元高校生に与えた影響」 
　　内容：Ⅰ　新潟明訓高校ダンス部での活動 
　　　　　Ⅱ　劇場専属舞踊団Noism（ノイズム）と新潟県高校ダンス部との関わりについて 

〈添付資料概要〉 
　　分量：１７ページ 
　　内容：１　筆者のNoism作品の感想文 
　　　　　２　新潟県高等学校総合体育大会プログラム（過去７年分） 
　　　　　３　全日本高校・大学フェスティバル（神戸）特別プログラム　パンフレット 
　　　　　　　（過去６年分） 
　　　　　４　全日本高校・大学フェスティバル（神戸）特別プログラム新潟県高校ダンス部 
　　　　　　　受賞校一覧 

〈自己推薦の内容とした活動・研究の概略〉 
　　Ⅰ　新潟明訓高校ダンス部での活動 
　　　１.私とダンスとの関わり 
　　　　　　ただの運動ではなく、表現行動としてのダンス、創作ダンスとの出会い 
　　　２.部活動を通して得られたもの 
　　　　　　主体性、コミュニケーション能力、文武両道の精神、たくさんの出会い 
　　　３.高校三年間のコンクール作品について 
　　　　　　作品概略、結果と考察（創作過程で発見した課題とその克服） 
　　　　　　平成２３年度、２４年度、２５年度の団体作品について 
　　　　　　平成２４年度のソロ作品について 
　　　４.筑波大学ダンス部との出会い、将来の夢 
　　　　　　新潟明訓高校ダンス部顧問である恩師への憧れ、恩師の母校である筑波大学への憧 
　　　　　れ、地元新潟のダンスカンパニーNoismへの憧れ　　　 
　　　　　　 
　　Ⅱ　劇場専属舞踊団Noismと新潟県高校ダンス部との関わりについて 
　　　１.問題の所在 
　　　　　　このレポートは、日本初の劇場専属舞踊団であり、私の地元新潟を拠点に活躍する　　
　　　　　「Noism」に着目し、彼らが高校生をはじめとして新潟に与えた影響を明らかにする 
　　　　　ために調査したものである。 
　　　２.調査結果と考察 
　　　　１）Noism と芸術監督金森穣について 
　　　　　　　Noism１（ノイズムワン）はりゅーとぴあ新潟市民芸術文化会館が舞踊部門芸術 
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　　　　　　監督に金森穣を迎えたことにより、日本初の劇場専属舞踊団として２００４年４月 
　　　　　　に設立した。このNoism を率いる芸術監督金森穣は、日本における劇場の在り方を 
　　　　　　問題視している。東京一極集中の文化状況や、舞踊家など芸術に携わる人々の生活　　
　　　　　　が経済的に不安定であることなどである。 
                  　Noismの役割として、この国のなかで文化政策としての独自性を発揮し、新しい 
　　　　　　劇場文化の未来を新潟から築いていくことが念頭に置かれている。 
　　　　　 
　　　　２）新潟県高校ダンス部とNoism 
　　　　（１）高校生のNoism作品批評 
　　　　　　　本校ダンス部員らが所有しているダンスノートを資料として用いた。このノートに 
　　　　　　記録されているNoism作品「火の鳥」、「Nameless Voice～水の庭、砂の家～」 
　　　　　　「中国の不思議な役人/solo for 2」、「ZAZA～祈りと欲望の間に」の４公演の感 
　　　　　　想文（添付資料１）から、部員たちはいくつかの共通した感想を抱いていることが 
　　　　　　わかった。それらを大きく４つに括り、それぞれの感想についての考察、意見を述 
　　　　　　べた。（ダンサーの身体性・技術に関して/舞台美術・演出に関して/作品の内容に 
　　　　　　関して/高校生の今後の活動に影響していると思われるもの） 
　　　　　　　Noismの舞台は高校生ダンス部にとっては、もはや舞台芸術の観賞による情操教 
　　　　　　育の域に留まらず、創作ダンスを学ぶ場となっている。 
　　　　（２）新潟県高等学校総合体育大会ダンスコンクールとNoism 
　　　　　　　新潟県で開催される新潟県高等学校総合体育大会ダンスコンクール（以下「県総 
　　　　　　体」）は、全日本高校・大学ダンスフェスティバル（神戸）（以下「AJDF」）の予 
　　　　　　選会を兼ねている。AJDF出場校は、県総体で得られた審査員の講評を基に作品を練 
　　　　　　り直し、完成度を高めていく。近年、その審査員には、Noismで活動している（あ 
　　　　　　るいは活動していた）舞踊家が依頼を受けている。Noism設立前後の、AJDFにおけ 
　　　　　　る新潟県高校ダンス部の受賞歴を調査したところ、次の表の用にまとめられた。　　　
　　　　　　（図表１）

Noism設
立前後の
年数

AJDF 
開催年度

新潟県高校受賞校 受賞名
県総体 

Noism審査員
の有無

５年前 平成１１年度 なし なし

４年前 平成１２年度 新潟県立新潟中央高等学校 特別賞

３年前 平成１３年度 新潟県立新潟中央高等学校 日本女子体育連盟
理事長賞

２年前 平成１４年度 新潟県立新潟中央高等学校 NHK賞

１年前 平成１５年度 新潟県立新潟中央高等学校 NHK賞

設立年 平成１６年度 新潟県立新潟中央高等学校 文部科学大臣賞 なし

１年後 平成１７年度 なし なし なし

２年後 平成１８年度 なし なし 青木尚哉氏

３年後 平成１９年度 新潟県立新潟商業高等学校 特別賞 青木尚哉氏

４年後 平成２０年度 新潟県立新潟中央高等学校 特別賞 なし
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　　　　　　　このような調査結果から、Noism設立から３年後の平成１９年度からは、強豪の 
　　　　　　新潟中央のほか、多様な学校の受賞が見られる。新しい作品に挑戦し続けている 
　　　　　　Noismの舞踊家の講評は、少なからず新潟県の高校ダンス部の創作作品において影 
　　　　　　響を及ぼしていると思われる。よってNoism の設立は、新潟県の高校ダンス部が全 
　　　　　　国的に評価されるようになった一つの契機であったと考えられる。 
　　　　（３）Noism２と若手ダンサー 
　　　　　　　ここで、Noismの研修生カンパニーであるNoism2（ノイズムツー）の存在につい 
　　　　　　て触れたい。Noism2 はプロを志す若手ダンサーの育成を目的に結成された。Nois 
　　　　　　m２には新潟の高校ダンス部出身の堀川美樹さんや、土田貴好さんも所属していた。 
　　　　　　Noismの舞台を見て育った人々が新潟で活躍するようになったのだ。 
　　　　　　　学校教育にダンスが取り入れられ、ダンスに触れる人が増えている現代で、金森 
　　　　　　穣は大学の舞踊では、実践ではなく理論が多いという実情を批判している。金森穣 
　　　　　　は教育の場から日本の文化状況を変えていこうとしている。 
　　　　（４）私の将来の夢とNoism 
　　　　　　　私は舞台芸術の魅力は、現実には有り得ない物語の世界や、言葉では伝えられな 
　　　　　　い抽象的なメッセージが自分の目の前に広がることであると考えている。そうした 
　　　　　　光景を目の当たりにする経験は、様々な問題が巻き起こっている現代社会のなかで 
　　　　　　も自分の生きる意味を考えさせられ、世界の見方が変化するきっかけとなる。舞台 
　　　　　　芸術は現代社会において、なくてはならない存在である。 
　　　　　　　ここで私の理想を提示する。それは、各地域を拠点に活動する芸術の専門家が増 
　　　　　　えることである。それも関東地方に密集せずに、日本全土に広がってほしい。活動 
　　　　　　拠点を持つことで地域社会との交流を深め、その地域の人々の芸術への関心を高め 
　　　　　　たい。なぜなら舞台や芸術を鑑賞することで、心を揺さぶられる機会をもっと増や 
　　　　　　していくべきであると考えているからだ。この調査を通して、専門家が地域社会を刺 
　　　　　　激することで若い世代に大きな影響を与えていることがわかった。身近なプロの存 
　　　　　　在は、若者に希望を与える。若者は地域を飛び出し、さらに高度な知識や技術を身 
　　　　　　につけてその地域に戻ってくる。そしてまた次の世代を刺激し、育てていく。こうし 
　　　　　　たサイクルを確立させたい。 
　　　　　　　そのために私は筑波大学で学びたい。金森穣は舞踊教育における理論重視を批判 
　　　　　　する理由は、身体を動かさなくなってしまうところにある。しかし私は、理論を理 
　　　　　　解することも、自分の身体を理解するためには必要であると考える。実践と理論を 
　　　　　　バランスよく持ち、自分の体験と理論を擦り合わせていくことが重要であると考え 

５年後 平成２１年度 新潟県立新潟中央高等学校 
新潟明訓高等学校 
新潟県立新潟商業高等学校

神戸市長賞 
特別賞 
審査員賞

青木尚哉氏

６年後 平成２２年度 新潟県立新潟中央高等学校 
新潟県立新潟商業高等学校

NHK賞 
特別賞

青木尚哉氏

７年後 平成２３年度 新潟清心女子高等学校 
新潟県立新潟中央高等学校

神戸市長賞 
審査員賞

山田勇気氏

８年後 平成２４年度 新潟清心女子高等学校 特別賞 山田勇気氏

９年後 平成２５年度 新潟県立新潟南高等学校 
新潟明訓高等学校

神戸市長賞 
特別賞

平原慎太郎氏
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　　　　　　ている。そして筑波大学では舞踊の理論を実践できる機会が豊富である。得られた 
　　　　　　知識を自分の身体に応用させることができる良い環境である。 
　　　　　　　将来、私は理想を実現させ、社会における舞台芸術の価値を高めていきたいと考 
　　　　　　えている。そうすることで、舞踊文化のさらなる発展へ献身したい。 

【入学までの活動】 
　　合格後は、部活動に復帰した。しかし、後輩の成長のためにも練習に参加する時間を以前よ 
　りも減らしたため、自分で自由に使える時間が増した。その時間は、自主トレーニングはもち 
　ろんだが、舞台や展覧会やワークショップに積極的に足を運んだり、読書をするなど、創作活 
　動に活かせる芸術的感性を磨くことに充てた。 

〈鑑賞した舞台・展覧会〉 
　　舞台：山海塾「降りくるもののなかでーとばり」 
　　　　　Noism「PLAY2PLAYー干渉する次元」 
　　　　　Noism２　ワークインプログレス見学 
　　　　　　　　　　（上演予定の作品のリハーサルや練習風景が公開されたもの） 
　　展覧会：篠山紀信展・写真力 
　　　　　　館長庵野秀明　特撮博物館　ミニチュアで見る昭和平成の技 
　　　　　　あそぶ浮世絵　ねこづくし 
　　　　　　エヴァンゲリオン展 
　　 
〈参加した、参加する予定ワークショップなど〉 
　　・山海塾　蝉丸　ワークショップ 
　　・永平寺　参禅修行（３泊4日） 
　　・フランチェスコ＝スカベッタ　ワークショップ 
　　・勅使河原三郎　ワークショップ 
　　・大野一雄舞踏研究所　大野慶人　稽古 
　　・今田康二朗　コンテンポラリーダンス　ワークショップ 
　　・小尻健太　ワークショップ 
　　・大手可奈　GAGA ワークショップ 

〈部活動〉 
　　・AJDF受賞作品の再演に出演 
　　・第３２回あきた全国舞踊祭モダンダンスコンクール・ソロ部門に出場 
　　　自分個人の実力の低さを痛感し、悔しい経験をした。以後は、柔軟性・筋力を高めるべく 
　　　継続的に自主トレーニングを行っている。特に筋力に関してはメソッドを活用し、動きの 
　　　なかで身体の部位を意識しながらトレーニングをするよう心がけている。 
　　・新潟明訓高等学校ダンス部自主公演にむけ、吹奏楽部員とのコラボレーション作品の創作 

〈意気込み〉 
　　大学生活は今は希望や期待に満ち溢れているが、現実は甘くはない。しかし日常に溢れる嫌 
　なこと、苦しいこと、醜いことはすべて芸術の原石に成り得ると、ダンスが教えてくれたので、 
　夢を諦めることなく精進していきたい。
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下

ちゃりんこハウス
夫（４１）

自転車製造会社に勤務。高校時代に自転車競技で活躍。プロを目指

すも、怪我を理由に断念する。今でも自転車が趣味で息子をプロに

させるのが夢。

「俺の BMXを飾る場所がほしい、休日は練習もしたい！！」

妻（３９）

結婚生活 10 年目を迎え、１０キロ太ってしまう。

「旦那の自転車のあつさには困っちゃうけど、せっかく軽井沢に越し

てきたことだしダイエット目的で自転車初めてみようかしら…」

子（４）

父の影響で自転車を始めるも、まだ補助輪付きに乗っている。将来

は地元の自転車のイベントへの参加が目標。軽井沢の友達がいない。

「はやくおともだちがほちーい！」

　

　スポーツと家はどのように関わっていくのだろうか。

今回設計した家は自転車がテーマになっている。屋根や

建物を囲うスロープを駆け抜ければ、スポーツの気持ち

よさを感じられることは間違いない。

バンク部分は中の空間と外の空間すなわち住とスポーツ

を繋ぐ。父はガラス越しに料理を作る妻や BMXのコレ

クションを見てより一層自転車へ力が入ることだろう。

逆に息子はリビングから見える父の姿に憧れ、自転車に

興味が湧くのではないだろうか。BMXは外からも見える

ので整備場は父の自慢の空間となりそうだ。屋根の平ら

な部分やスロープの坂は妻のダイエットに役立つだろう。

やせたい・・・

運動するって

気持ちいいなー

断面図 1　縮尺 1/150

1 階平面図　縮尺 1/150

屋根伏図　縮尺 1/200

断面図 1

断面図 2

断面図 2　縮尺 1/150

全体イメージ図

砂場で思い切り

遊べるー

BMXのバンクにも

子供のスベリ台にも

BMXのコレクションが

ちらちら見える？
やっぱり BMXには

このくらいの斜面じゃないとなー

雪ふったら

スキーできるかな・・・

AA

B

C

D

E

F

G

B

C

DE G

F

断面ダイヤグラム

家族構成

父 母子

整備場

キッチン

玄関

寝室
リビング

風呂
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